
東
大
寺
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
に
つ
い
て

は

じ

め

に

二
〇
〇
二
年
四
月
二
〇
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
、
奈
良
国
立
博
物
館
に
於
い

て
「
大
仏
開
眼
一
二
五
〇
年

東
大
寺
の
す
べ
て
」
展
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

と
き
東
大
寺
か
ら
博
物
館
に
、
大
仏
殿
内
東
壁
南
側
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
巨
大

な
板
図
の
赤
外
線
写
真
（
朝
山
信
郎
氏
撮
影
、
図
１
）
が
提
示
さ
れ
、
展
覧
会
に
お

け
る
板
図
の
展
示
紹
介
に
関
す
る
相
談
が
あ
っ
た
。
博
物
館
か
ら
板
図
に
関
す

る
解
説
の
可
能
性
を
打
診
さ
れ
た
神
戸
大
学
建
築
史
研
究
室
で
は
、
大
仏
殿
内

の
板
図
の
実
地
調
査
を
行
い
、
描
き
起
こ
し
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
縮

尺
一
／
二
〇
の
巨
大
な
板
図
は
博
物
館
で
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
縮
尺
一

／
八
〇
に
縮
小
し
て
「
東
大
寺
大
仏
殿

建
地
割
図
」（
図
２
）
と
し
て
解
説

（
１
）文
と
と
も
に
同
展
覧
会
の
会
期
半
ば
か
ら
奈
良
国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
た
。

会
期
終
了
後
、
描
き
起
こ
し
図
は
東
大
寺
大
仏
殿
内
に
移
さ
れ
、
解
説
文
と
と

も
に
現
在
も
東
壁
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

従
来
、
大
仏
殿
内
の
こ
の
板
図
は
大
仏
殿
江
戸
再
建
に
お
け
る
計
画
図
と
見

ら
れ
て
い
る
。
天
沼
俊
一
『
日
本
建
築
史（
２
）要
』
で
は
「
天
正
創
立
の
方
広
寺
大

仏
殿
は
西
面
し
た
る
二
重
の
仏
殿
で
正
面
に
唐
破
風
を
か
け
て
あ
っ
た
。
其
形

は
丁
度
今
の
奈
良
大
仏
殿
の
内

部
に
か
け
て
あ
る
元
禄
再
建
の

計
画
図
と
同
じ
様
で
あ
る
。」

「
今
の
東
大
寺
大
仏
殿
と
殆
ん

ど
同
じ
で
あ
る
。
夫
れ
よ
り
は

寧
ろ
今
の
東
大
寺
大
仏
殿
内
に

掲
げ
て
あ
る
元
禄
再
建
當
時
の

計
画
図
と
全
く
同
じ
と
い
っ
て

い
い
位
で
あ
る
。
多
分
彼
図
は

此
れ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。」「
次
に
立
面
図
及

び
断
面
図
を
み
る
と
、
外
観
は

現
今
の
東
大
寺
大
仏
殿
と
同
一

（
尤
も
正
面
の
ほ
う
は
十
一
間
だ

か
ら
、
今
の
大
仏
殿
よ
り
は
形
が

い
ゝ
事
勿
論
で
あ
る
。
丁
度
元
禄

に
作
っ
た
最
初
の
計
画
図
と
同
で

あ
る
）
で
、
殊
に
側
面
に
於
い

石

田

理

恵

黒

田

龍

二

図１ 東大寺大仏殿内に掲げられている板図の赤外線写真

1 鹿園雜集 6 (2004)



て
さ
う
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
山
本
栄
吾
「
東
大
寺
大
仏
殿
の
規（
３
）模
」
に

は
「
い
ま
大
仏
殿
内
の
東
面
の
壁
面
に
掲
げ
て
い
る
桁
行
十
一
間
に
描
い
た
正

側
面
図
は
、
そ
れ
が
も
と
か
ら
額
装
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
す
な
ど
よ
り

し
て
、
こ
の
頃
に
大
仏
講
が
奉
加
を
募
る
の
に
掲
示
し
た
図
と
思
え
る
。」
と

あ
る
。『
奈
良
六
大
寺
大（
４
）観
』
は
「『
諸
伽
藍
略
録
』
や
『
大
仏
殿
再
建
記
』
あ

る
い
は
現
大
仏
殿
に
掲
げ
て
あ
る
図
面
な
ど
は
当
初
計
画
を
示
す
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。」
と
記
す
。
ま
た
、『
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報

告（
５
）書
』
で
は
「
ま
た
同
年
（
元
禄
元
年
）
十
二
月
九
日
に
は
大
工
中
井
主
水
の
設

計
に
よ
っ
て
大
仏
殿
の
再
建
計
画
図
が
出
来
た
。
こ
の
計
画
図
は
お
そ
ら
く
現

在
大
仏
殿
内
に
額
装
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
二
〇
分
之
一
の
縮
尺
で
描
か
れ
た

絵
図
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
元
禄
元
年
計
画
図
と
表
記
し

て
、
天
平
、
鎌
倉
と
同
規
模
の
桁
行
十
一
間
、
梁
間
七
間
の
堂
が
克
明
に
描
か

れ
て
い
る
。」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
板
図
は
様
々
な
文
献
で
記
述
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
存
在
自
体
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
図
面
内
容

を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
図
は
『
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』

所
載
の
「
文
化
九
年
の
複
製
図
」
と
さ
れ
る
図
面
の
み
で
あ
っ
た
。
近
代
以
降
、

板
図
の
建
築
的
内
容
を
確
認
し
た
の
は
恐
ら
く
今
回
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。
調

査
の
結
果
、
大
仏
殿
内
の
板
図
の
内
容
は
「
文
化
九
年
の
複
製
図
」
と
は
異
な

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

東
大
寺
大
仏
殿
は
創
建
時
、
ま
た
鎌
倉
再
建
時
に
そ
の
規
模
が
一
一
×
七
間

堂
で
あ
っ
て
、
江
戸
再
建
に
お
い
て
も
当
初
は
一
一
×
七
間
堂
で
計
画
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
最
終
的
に
現
在
の
七
×
七
間
堂
に
な

っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
再
建
の
経
過
に
つ
い
て
は
『
大
仏
殿

再
建
記
』『
愚
子
見
記
』
な
ど
の
史
料
が
あ
る
。
ま
た
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵

の
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
に
は
、
再
建
当
初
計
画
か
ら
縮
小
に
至
る
経
過
を
示

す
文
書
、
図
面
共
に
豊
富
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
平
井
聖
氏
の
研
究
に

詳
し（
６
）い
。
一
般
に
大
仏
殿
内
の
板
図
は
『
東
大
寺
年
中
行
事
記
』
の
元
禄
元
年

十
二
月
九
日
条
に
、

御
大
工
中
井
主
水
、
大
仏
殿
ノ
義
肝
煎
不
浅
指
図
ニ
テ
出
来
申
ニ
付
寺
中
ヨ
リ

為
祝
義
、
使
僧
玄
隆
ニ
申
付
斗
入
壱
荷
書
状
相
添
差
遣
畢

と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
、
そ
の
年
紀
が
板
図
に
か
か
れ
て
い
る
「
元
禄
元
年
計

画
図
」
と
一
致
す
る
た
め
、
元
禄
元
年
に
中
井
主
水
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
指

図
だ
ろ
う
、
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
推
定
の
当
否
が
ど
う
あ
れ
、
板
図
そ
の
も
の
の
詳
し
い
内
容
が
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
が
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
板
図
に
描
か

れ
た
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
現
大
仏
殿
及
び
そ
の
他
の
関
連
史
料
と

比
較
す
る
な
ど
し
て
、
板
図
の
性
格
を
考
察
す
る
と
共
に
、
東
大
寺
大
仏
殿
江

戸
再
建
に
至
る
経
過
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
図
の
史
的
位
置
付
け
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
以
下
、
こ
の
図
を
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

第
一
項
に
は
「
大
仏
開
眼
一
二
五
〇
年

東
大
寺
の
す
べ
て
」
展
会
期
途
中

か
ら
の
展
示
で
あ
っ
た
た
め
、
図
録
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
板
図
の
解
説
文

を
再
録
し
、
第
二
項
以
下
で
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
考
察
を
行
う
。

一
、
東
大
寺
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図

こ
の
図
は
、
大
仏
殿
の
二
〇
分
の
一
の
図
面
で
、
縦
板
一
七
枚
か
ら
な
る
巨

大
な
画
面
に
墨
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
現
在
は
額
装
さ
れ
て
大
仏
殿
内
部
の
東

壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
日
本
最
大
の
板
に
描
か
れ
た
建
地
割
図

（
建
築
設
計
図
の
う
ち
立
面
図
、
断
面
図
）
で
あ
る
。
図
は
風
食
に
よ
っ
て
非
常
に
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見
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
赤
外
線
写
真
な
ど
を
使
用
し
て
、
描
き
起
こ
す
こ

と
が
で
き
た
。

額
に
つ
い
て

額
縁
は
下
枠
幅
一
五
・
六
�
、
横
枠
幅
一
五
・
三
�
、
厚
み
七
・
五
�
で
あ

る
。
額
縁
は
額
板
に
比
べ
て
新
し
い
材
で
で
き
て
お
り
、
明
治
三
六
年
か
ら
始

ま
り
大
正
二
年
に
竣
工
し
た
大
仏
殿
明
治
修
理
の
と
き
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
額
縁
に
書
か
れ
た
「
元
禄
元
年
計
�
圖
」
も
額
縁
作
成
時
の
筆
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
直
接
に
製
作
年
代
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
。
額
板
右
端
の

題
名
の
部
分
は
上
方
と
下
方
の
板
が
お
そ
ら
く
額
縁
と
同
時
期
に
修
理
さ
れ
て

い
る
が
、
文
字
は
板
に
書
か
れ
た
当
初
の
文
字
と
巧
妙
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

始
め
か
ら
同
じ
位
置
に
同
じ
文
字
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
図
の
描
か
れ
た

板
は
、
節
が
な
く
、
中
杢
取
り
（
板
中
央
が
渦
状
の
板
目
、
両
脇
が
正
目
の
木
目
と

な
る
よ
う
に
木
取
り
し
た
板
）
の
檜
の
良
材
で
あ
る
。
厚
み
は
計
測
で
き
な
い
が
、

額
縁
と
の
関
係
か
ら
は
三
・
五
�
ほ
ど
の
厚
板
で
、
表
面
は
鉋
掛
け
さ
れ
、
実

矧
ぎ
（
接
合
部
の
片
方
を
凹
形
、
も
う
一
方
を
凸
形
に
作
る
）
で
召
し
あ
わ
さ
れ
て

い
る
。
右
か
ら
一
〇
、
一
一
、
一
四
枚
目
の
上
方
が
補
修
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
の
墨
線
も
風
食
に
よ
り
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
現
在
の
額
装

に
な
る
よ
り
以
前
に
修
理
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

建
地
割
図
に
つ
い
て

大
仏
殿
は
天
平
創
建
時
お
よ
び
鎌
倉
再
建
時
は
桁
行
一
一
間
で
あ
っ
た
。
江

戸
再
建
に
お
い
て
も
当
初
計
画
は
桁
行
一
一
間
で
あ
っ
た
が
、
資
金
不
足
か
ら

七
間
に
縮
小
さ
れ
た
。
現
在
の
大
仏
殿
の
柱
の
配
置
は
天
平
尺
〔
天
平
尺
一
尺

＝

二
九
・
七
�
、
江
戸
時
代
の
曲
尺
一
尺＝

三
〇
・
三
�
〕
に
あ
っ
て
い
る
の

で
、
礎
石
は
ず
っ
と
残
っ
て
き
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
鎌
倉
再
建
大
仏
殿
も

創
建
時
の
礎
石
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
、
平
面
の
大
き
さ
に
は
変
化
が
な
か

っ
た
と
い
え
る
。

さ
て
、
こ
の
建
地
割
図
は
桁
行
全
長
と
梁
行
全
長
は
創
建
大
仏
殿
に
一
致
す

る
が
、
そ
の
間
の
柱
位
置
が
天
平
尺
に
従
っ
て
い
な
い
。
も
し
現
在
の
大
仏
殿

が
で
き
た
あ
と
、
そ
れ
を
参
照
し
て
こ
の
よ
う
な
図
を
作
っ
た
の
な
ら
、
天
平

尺
に
合
う
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
こ
の
図
は
、
全
体
規
模
は
創
建
時
に
倣
う
と
い
う

こ
と
だ
け
が
決
定
し
た
状
態
で
、
比
較
的
自
由
に
設
計
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。
一
方
、
こ
の
図
と
大
仏
殿
と
の
共
通
点
も
多
い
。
現
大
仏
殿
は
正
面
と
側

面
の
屋
根
勾
配
が
異
な
る
振
れ
隅
と
い
う
形
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
図
も
同

じ
で
あ
り
、
勾
配
自
体
も
近
似
し
て
い
る
。
正
面
中
央
の
唐
破
風
も
よ
く
似
て

い
る
。
ま
た
、
様
式
と
し
て
天
竺
様
（
大
仏
様
）
を
採
用
す
る
点
も
共
通
す
る
が
、

現
大
仏
殿
で
は
内
部
に
軒
や
天
井
を
張
り
、
屋
根
を
支
え
る
梁
な
ど
の
架
構
を

見
せ
な
い
の
に
対
し
て
、
こ
の
図
で
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
軒
と
内
部
の

裳
階
部
分
に
は
天
井
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
現
大
仏
殿
よ
り

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
架
構
を
み
せ
る
建
物
で
あ
る
と
い
え
る
。

従
っ
て
、
こ
の
図
は
創
建
時
と
同
じ
十
一
間
堂
を
つ
く
る
意
気
込
み
に
燃
え

て
い
た
と
き
に
描
か
れ
た
設
計
図
で
あ
り
、
理
想
図
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
ょ
う
な

そ
の
時
期
は
貞
享
五
年
（
一
六
八
八

元
禄
元
年
と
同
じ
）
大
仏
殿
釿
始
め
の
頃

が
相
応
し
い
。
よ
っ
て
、
元
禄
元
年
の
額
縁
銘
も
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

全
体
の
形
態
は
、
天
平
創
建
時
の
規
模
を
踏
襲
し
て
桁
行
九
間
の
本
体
の
四

周
に
裳
階
を
め
ぐ
ら
し
、
天
竺
様
（
大
仏
様
）
を
用
い
、
屋
根
は
寄
棟
造
と
す
る
。

こ
の
基
本
形
は
縮
小
さ
れ
つ
つ
も
現
大
仏
殿
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

現
大
仏
殿
は
こ
の
図
か
ら
実
施
可
能
な
も
の
は
採
用
し
、
手
間
を
省
か
ざ
る
を

得
な
い
と
こ
ろ
は
省
い
て
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
い
え
よ
う
。
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額
の
裏
面
は
ま
だ
未
調
査
で
あ
り
、
製
作
の
由
来
や
伝
来
の
経
緯
も
今
の
と

こ
ろ
不
明
で
は
あ
る
が
、
東
大
寺
大
仏
殿
江
戸
再
建
の
第
一
級
資
料
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

二
、
調
査
概
要
と
補
足

今
回
描
き
起
こ
し
た
板
図
の
調
査
は
二
〇
〇
二
年
六
月
四
日
に
行
っ
た
。
実

地
調
査
に
先
立
ち
、
ま
ず
赤
外
線
写
真
を
も
と
に
し
て
図
面
を
描
き
起
こ
し
た

が
、
描
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
仏
殿
の
大
き
な
骨
格
の
み
で
あ
っ
た
。

実
地
調
査
で
は
桁
行
寸
法
、
柱
径
、
柱
間
、
軒
高
、
ま
た
組
物
、
彫
刻
な
ど
、

可
能
な
限
り
を
実
測
し
た
。
板
図
の
墨
線
は
風
食
に
よ
り
薄
く
な
っ
て
い
る
が
、

同
時
に
風
食
に
よ
っ
て
墨
線
部
分
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
近
づ
く
と
図

面
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
後
、
赤
外
線
写
真
と
調
査
結
果
を
合
わ

せ
て
、
再
び
板
図
の
描
き
起
こ
し
作
業
を
行
っ
た
。
な
お
、
背
面
は
未
調
査
で

あ
る
。
ま
た
、
売
店
の
上
に
足
場
板
を
渡
し
た
だ
け
の
不
安
定
な
状
態
で
調
査

を
行
っ
た
た
め
、
調
査
者
の
手
の
届
く
範
囲
よ
り
高
い
部
分
は
調
べ
き
れ
て
い

な
い
。

画
面
に
は
桁
行
一
一
間
、
梁
間
七
間
の
建
物
の
正
立
面
・
断
面
が
一
緒
に
描

か
れ
て
い
る
。
屋
根
は
現
大
仏
殿
と
同
様
に
寄
棟
造
で
二
重
と
な
っ
て
お
り
、

梁
行
と
桁
行
で
屋
根
の
勾
配
が
異
な
る
振
隅
と
な
っ
て
い
る
点
も
同
じ
で
あ
る

が
、
小
屋
裏
の
構
造
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
一
層
目
の
周
囲
一
間
通
り
は
裳
階

で
、
正
面
に
唐
破
風
が
あ
る
こ
と
も
現
大
仏
殿
と
同
じ
で
あ
る
。
唐
破
風
上
部

の
瓦
や
大
瓶
束
両
脇
の
装
飾
は
描
き
起
こ
し
図
で
は
復
元
が
困
難
で
あ
っ
た
た

め
白
抜
き
と
し
た
が
、
実
際
に
は
細
か
く
装
飾
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
開
口

部
と
扉
は
正
面
七
間
に
あ
る
が
、
中
央
二
枚
、
左
二
枚
、
両
脇
二
枚
、
右
二
枚

な
ど
、
扉
の
取
り
付
き
方
が
一
様
で
は
な
い
。
但
し
藁
座
は
四
枚
分
が
そ
れ
ぞ

れ
の
開
口
部
に
つ
い
て
い
る
の
で
扉
は
四
枚
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
扉
の
内
側
は
、

腰
貫
よ
り
上
は
菱
格
子
、
下
は
普
通
の
格
子
と
な
っ
て
い
る
。
石
段
は
中
央
一

間
部
分
の
み
に
あ
る
。
左
か
ら
三
間
目
中
ほ
ど
で
正
面
の
通
肘
木
を
切
断
し
、

そ
の
背
面
の
蟇
股
を
み
せ
て
お
り
、
ま
た
一
番
左
の
裳
階
部
分
の
柱
間
に
お
い

て
は
断
面
図
を
表
現
し
、
そ
れ
以
外
は
裳
階
屋
根
を
外
し
た
正
立
面
を
描
く
な

ど
の
図
面
表
現
に
お
け
る
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
組
物
に
は
全
て
皿
斗
が
あ
り
、

木
鼻
な
ど
に
大
仏
様
独
特
の
意
匠
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
隅
肘
木
は
一
・
二

重
目
共
に
八
手
先
ま
で
あ
り
、
一
重
・
二
重
目
共
に
四
・
六
手
先
目
に
大
仏
様

繰
形
を
持
つ
。
両
端
二
間
ず
つ
に
は
建
具
は
な
く
、
腰
貫
よ
り
手
前
に
間
柱
が

み
え
る
。
こ
れ
は
現
大
仏
殿
に
お
い
て
腰
貫
が
間
柱
よ
り
も
手
前
に
見
え
る
の

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
屋
根
に
鴟
尾
は
つ
い
て
い
な（
７
）い
。

三
、
大
仏
殿
図
諸
本
の
概
要

鎌
倉
再
建
の
東
大
寺
大
仏
殿
が
焼
失
し
た
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
か
ら
約

三
〇
年
後
の
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
頃
、
豊
臣
秀
吉
が
創
建
し
た
京
都
・
方
広

寺
大
仏
殿
が
完
成
し
た
。
参
考
の
た
め
方
広
寺
略
年
表
を
（
表
１
）
に
示
す
。
方

広
寺
大
仏
殿
は
『
愚
子
見
記
』
に
「
京
東
ノ
大
仏
殿
、
慶
長
三
戊戌
年
ノ
造
リ
ハ
古
奈

良
ノ
造（８
）也
。」
と
あ
り
、
秀
吉
が
東
大
寺
大
仏
殿
を
模
し
て
造
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
大
仏
殿
と
い
う
括
り
で
見
る
と
、
永
禄
一
〇
年
の
東
大
寺
大
仏
殿
の
焼
失

後
、
文
禄
四
年
に
方
広
寺
大
仏
殿
が
建
立
さ
れ
る
ま
で
の
約
三
〇
年
間
と
、
慶

長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
方
広
寺
大
仏
殿
が
焼
失
し
、
慶
長
一
七
年
に
豊
臣
秀
頼

に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
る
ま
で
の
一
〇
年
間
を
除
け
ば
、
大
仏
殿
は
存
在
し
て
い

た
。
文
禄
に
完
成
し
た
方
広
寺
大
仏
殿
の
建
設
に
あ
た
り
、
総
勢
二
〇
名
に
も
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及
ぶ
棟
梁
の
長
に
任
命
さ
れ
た
の
が
、
豊
臣
家
の
御
大
工
中
井
正
吉
で
あ
っ
た
。

『
愚
子
見
記
』
に
「
則
被
レ
任
二
中
井
大
和
ト一
此
外
ニ
モ
受
‐
領
之
棟
梁
有
リ
ト
レ

之

云
ヘ
ト
モ
、
大
綱
御
前
ニ
テ
口
‐
上
申
上
ル
ハ
是
大
和
一
人
（
９
）
也
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

中
井
正
吉
の
棟
梁
と
し
て
の
立
場
が
窺
え
る
。
慶
長
一
七
年
の
方
広
寺
大
仏
殿

再
建
の
指
揮
を
と
っ
た
の
は
中
井
正
吉
の
子
、
正
清
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
の
東

大
寺
大
仏
殿
の
再
建
に
あ
た
っ
て
も
中
井
家
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
あ

げ
た
『
東
大
寺
年
中
行
事
記
』
な
ど
の
史
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
今
回
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
の
性
格
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、

方
広
寺
大
仏
殿
の
建
設
が
東
大
寺
大
仏
殿
江
戸
再
建
に
与
え
た
影
響
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
東
大
寺
大
仏
殿
の
史
料
と
あ
わ
せ
て
方
広
寺
大
仏
殿
の
史

料
も
収
集
し
、
比
較
考
察
対
象
に
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

以
下
、
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
現
在
知

ら
れ
て
い
る
東
大
寺
・
方
広
寺
の
図
面
を
挙
げ
る
。（
一
）〜（
六
）
は
東
大
寺
、

①
〜
�
は
方
広
寺
の
図
面
で
あ
る
。
図
の
縮
尺
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
掲
載

表
１
方
広
寺
略
年
表
（『
方
広
寺
大
仏
殿
跡
現
地
説
明
会
資
料
』〔（
財
）
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
、
２０００

年
〕
を
参
照
し
た
）

秀
吉
、
関
白
と
な
る
。

聚
楽
第
造
営
開
始
。
大
仏
建
立
の
地
を
「
東
福
寺
近
傍
」
と
定
め
、
諸
大
名
に
用
材
の
諸
国
運
上
を
命
じ
る
。

秀
吉
、
太
政
大
臣
と
な
り
豊
臣
姓
を
与
え
ら
れ
る
。

聚
楽
第
ほ
ぼ
完
成
し
、
秀
吉
、
大
阪
よ
り
移
る
。

大
仏
殿
建
立
再
開
。
建
立
地
を
蓮
華
王
院
北
側
に
変
更
。

小
田
原
攻
め
。
天
下
統
一
完
了
。
秀
吉
、
京
都
の
町
割
り
改
変
に
着
手
。

大
仏
殿
立
柱
・
上
棟
式
が
行
わ
れ
る
。
金
銅
仏
か
ら
漆
膠
仏
に
変
更
。
御
土
居
築
造
。
同
年
中
に
完
成
。
秀
吉
、
関
白
職
を
譲
り
太
閤
と
な
る
。

方
広
寺
大
仏
殿
上
棟
を
行
う
。

伏
見
城
完
成
、
秀
吉
移
る
。

大
仏
殿
ほ
ぼ
完
成
。
秀
吉
、
父
母
御
法
会
を
大
仏
経
堂
で
行
う
。

畿
内
に
大
地
震
。
方
広
寺
大
仏
と
築
地
大
破
。
伏
見
城
も
崩
壊
。
秀
吉
、
大
仏
像
に
か
え
て
善
光
寺
如
来
を
迎
え
る
こ
と
を
命
ず
。

伏
見
城
再
建
、
秀
吉
入
場
す
る
。

７
月
、
善
光
寺
如
来
到
着
す
る
も
、
秀
吉
の
状
態
悪
化
に
伴
い
８
月
に
送
り
返
す
。
８
月
１８
日
、
秀
吉
、
伏
見
城
に
て
死
去
。

８
月
２２
日
、
如
来
不
在
の
ま
ま
大
仏
殿
で
大
仏
開
眼
供
養
が
催
さ
れ
る
。

豊
国
社
遷
宮
式
行
わ
れ
る
。
秀
頼
大
仏
復
興
を
決
定
、
大
仏
は
金
剛
仏
と
す
る
。

方
広
寺
大
仏
殿
再
建
開
始
。
関
ヶ
原
の
戦
い
。

鋳
造
中
の
大
仏
よ
り
出
火
、
炎
上
。

秀
頼
、
再
度
大
仏
復
興
を
企
図
。
費
用
・
用
材
の
準
備
開
始
。

６
月
、
大
仏
殿
地
鎮
祭
。
８
月
、
立
柱
式
。

大
仏
に
金
箔
が
押
さ
れ
、
台
座
・
敷
石
な
ど
大
半
が
完
成
。

梵
鐘
完
成
。
家
康
、
梵
鐘
銘
文
に
異
議
を
と
な
え
大
仏
開
眼
供
養
の
延
期
を
命
じ
る
。

大
阪
夏
の
陣
。
豊
臣
氏
滅
亡
。

大
仏
殿
修
復
開
始

地
震
に
て
大
仏
小
破
。
木
造
に
造
り
か
え
ら
れ
る
。

木
造
大
仏
及
び
堂
舎
完
成
。

大
仏
殿
に
落
雷
、
出
火
。
本
堂
、
楼
門
、
大
仏
焼
失
。

尾
張
国
か
ら
半
身
の
木
造
の
大
仏
を
造
っ
て
進
め
安
置
す
る
。

豊
国
神
社
の
再
建
が
決
定
し
、
方
広
寺
大
仏
殿
内
が
新
社
地
と
な
る
。

豊
国
神
社
の
大
鳥
居
が
完
成
。

方
広
寺
大
仏
殿
が
火
災
で
全
焼
。

１５８５

１５８６

１５８７
１５８８
１５９０
１５９１
１５９３
１５９４
１５９５
１５９６
１５９７

１５９８

１５９９
１６００
１６０２
１６０８
１６１１
１６１２
１６１４
１６１５
１６６１
１６６２
１６６７
１７９８

１８３０
～
４３
１８６９
１９３５
１９７３

天
正
１３

天
正
１４

天
正
１５

天
正
１６

天
正
１８

天
正
１９

文
禄
２

文
禄
３

文
禄
４

慶
長
元

慶
長
２

慶
長
３

慶
長
４

慶
長
５

慶
長
７

慶
長
１３

慶
長
１６

慶
長
１７

慶
長
１９

元
和
元

寛
文
元

寛
文
２

寛
文
７

寛
政
１０

天
保
年
間

明
治
２

昭
和
１０

昭
和
４８
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す
る
に
あ
た
っ
て
全
て
縮
尺
一
／
五
〇
〇
に
統
一
し
た
。

東
大
寺
大
仏
殿
関
連
図
面

（
一
）
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
（
東
大
寺
蔵
）（
図
１
写
真
、
図
２
描
き
起
こ
し
図
）

（
二
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
１－

２－

０
２
〉（
東
京
都
立
中
央
図
書

館
蔵
）

（
三
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
１－

２－

１
１
〉（
東
京
都
立
中
央
図
書

館
蔵
）（
図
３
）

（
四
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
２－

１－

０
２
〉（
東
京
都
立
中
央
図
書

館
蔵
）（
図
４
）

（
五
）
大
仏
堂
貳
百
分
一
之
図
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）（
図
５
）

（
六
）
文
化
九
年
複
製
図
（『
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』）／
方
広

寺
大
仏
殿
設
計
図
（
平
岡
定
海
蔵
）（『
日
本
寺
院
史
の
研（
１０
）

究
』）（
図
６
）

こ
の
ほ
か
参
考
の
た
め
、
現
在
の
東
大
寺
大
仏
殿
（『
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修

理
工
事
報
告
書
』）（
図
７
）
も
あ
わ
せ
て
掲
載
す
る
。

方
広
寺
大
仏
殿
関
連
図
面

①
京
大
仏
（『
愚
子
見（
１１
）

記
』）

②
方
広
寺
大
仏
殿
惣
指
図
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
）

③
北
京
大
仏
殿
之
図
（『
匠
（
１２
）

明
』）

④
洛
陽
大
仏
殿
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）（『
古
図
に
見
る
日
本
の
建（
１３
）

築
』・『
日
本
建

築
史
圖
集
』
第
九（
１４
）版）（

図
８
）

⑤
方
広
寺
大
仏
殿
諸
建
物
并
三
十
三
間
堂
建
地
割
図
（
中
井
正
知
蔵
）（『
大
工
頭

中
井
家
建
築
図
集

中
井
家
所
蔵（
１５
）

本
』）／
慶
長
度
方
広
寺
大
仏
殿
実
測
図
（『
愚

子
見
記
の
研（
１６
）

究
』）（
図
９
）

⑥
方
広
寺
大
仏
殿
（
所
蔵
不
明
）（『
日
本
建
築
史
要
』）（
図
１０
）

⑦
京
都
大
仏
殿
之
図
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）（
図
１１
）

な
お
、
方
広
寺
大
仏
殿
に
つ
い
て
は
復
原（
１７
）
図
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

四
、
大
仏
殿
図
諸
本
の
特
徴

以
下
、
大
仏
殿
の
図
面
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

ａ

概
要
、
ｂ

規
模
に
関
す
る
記
述
、
ｃ

特
徴

の
順
に
述
べ
る
。

東
大
寺
大
仏
殿
関
連
図
面

（
一
）
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
（
東
大
寺
蔵
）（
図
１
写
真
、
図
２
描
き
起
こ
し
図
）

ａ

桁
行
・
梁
間
の
立
面
図
・
断
面
図
、
一
枚
、
三
二
八
〇
×
五
九
八
〇
�

ｂ

（
画
面
右
に
）
大
佛
殿

梁
行
貳
拾
五
間
三
尺
九
寸

桁
行
四
拾
参
間
四
尺

三
寸

但
貳
拾
分
之
壹

（
額
左
に
）
元
禄
元
年
計
�
圖

ｃ

前
述

（
二
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文（
１８
）書
〈
木
０
０
１－

２－

０
２
〉（
東
京
都
立
中
央
図
書

館
蔵
）

ａ

東
大
寺
大
仏
殿
廻
り
指
図
（
元
禄
八
年
三
月
）〈
堀
内
家
〉

図
面
（
貼
絵

図
）
一
枚

一
一
二
×
五
八
�

外
題
「
大
仏
殿
廻
り
惣
指
図

但
弐
分

計

元
禄
八
年
亥
三
月
」（
『
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
木
子
文
庫
目（
１９
）

録
』
に
よ

る
。）

ｂ

桁
行
四
拾
三
間
四
尺
七
寸
（
消
し
て
右
横
に
）
二
十
九
間
五
尺
三
寸

梁
間
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弐
拾
五
間
四
尺
壱
寸

ｃ

中
門
・
回
廊
な
ど
と
と
も
に
、
大
工
小
屋
・
削
木
小
屋
な
ど
の
作
業
小
屋

も
書
き
込
ま
れ
た
平
面
図
で
、
大
仏
殿
は
桁
行
一
一
間
、
梁
間
七
間
で
描

か
れ
て
い
る
が
、
桁
行
中
央
七
間
を
朱
線
で
囲
み
、
寸
法
も
桁
行
一
一
間

分
の
寸
法
が
縦
線
で
消
さ
れ
、
右
横
に
七
間
分
の
寸
法
が
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
柱
間
寸
法
、
壇
上
長
、
天
井
の
仕
様
や
柱
間
装
置
の
記
入
が
あ

り
、
正
面
中
央
七
間
は
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
と
同
様
の
建
具
（
格
子
・

上
菱
欄
間
、
外
は
板
唐
戸
四
枚
）
と
な
っ
て
い
る
。
堂
内
に
は
増
長
天
跡
・

持
国
天
跡
・
廣
目
天
跡
・
多
聞
天
跡
、
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
る
。
作
業

小
屋
の
寸
尺
の
書
き
入
れ
も
あ
り
、
か
な
り
綿
密
な
内
容
と
い
え
る
。

（
三
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
１－
２－
１
１
〉（
東
京
都
立
中
央
図
書

館
蔵
）（
図
３
）

ａ

東
大
寺
大
仏
殿
建
地
割
（
桁
行
、
含
梁
行
）〈
堀
内
家
〉
図
面
一
枚

五
八
・

五
×
一
一
六
�

題
箋
「
大
仏
殿
桁
行
断
面
」（『
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵

木
子
文
庫
目
録
』
に
よ
る
。）

ｂ

記
載
な
し

ｃ

桁
行
一
一
間
の
断
面
図
で
、
中
央
に
唐
破
風
を
持
つ
。
簡
略
に
描
か
れ
て

お
り
寸
法
の
記
入
は
な
い
。
縮
尺
は
一
／
一
〇
〇
に
近
い
。
身
舎
内
部
の

大
仏
上
に
方
杖
を
用
い
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
、
梁
と
柱
に
金
物
で
連
結

す
る
。
軒
は
一
重
・
二
重
と
も
に
七
手
先
で
、
そ
れ
ぞ
れ
四
・
六
手
先
目

に
大
仏
様
の
繰
型
を
も
つ
。

（
四
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
２－

１－

０
２
〉（
東
京
都
立
中
央
図
書

館
蔵
）（
図
４
）

ａ

大
仏
殿
建
地
割
（
正
面
）〈
堀
内
家
〉
図
面
一
枚

一
三
九
・
五
×
二
八
一

�

内
題
「
大
佛
殿
四
拾
分
壱
」、
題
箋
「
大
佛
殿
」（『
東
京
都
立
中
央
図

書
館
蔵
木
子
文
庫
目
録
』
に
よ
る
。）

ｂ

一
、
中
ノ
間
二
丈
九
尺
五
寸

但
脇
ノ
間
ハ
次
第
ニ
壹
尺
ヲ
ト
リ

桁
行
合
弐

拾
九
丈
四
尺
五
寸

但
六
尺
五
寸
間
四
拾
五
間
四
尺

梁
行
合
拾
八
丈
五

寸

但
六
尺
五
寸
間
弐
拾
七
間
五
尺

柱
の
ふ
と
さ
四
尺
四
寸

内
の
柱

五
尺
四
寸

ｃ

縮
尺
一
／
四
〇
で
桁
行
断
面
図
、
正
面
向
か
っ
て
左
半
分
が
描
か
れ
て
い

る
。
柱
間
寸
法
の
記
入
が
あ
る
が
、
図
と
は
一
致
し
な
い
。
組
物
、
彫
刻

な
ど
全
体
に
わ
た
る
表
現
が
（
一
）
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
に
よ
く
似
て

い
る
が
、
柱
間
寸
法
な
ど
は
異
な
る
。
柱
は
通
し
柱
で
あ
る
。

前
述
『
近
世
建
築
の
生
産
組
織
と
技
術
』
の
な
か
で
平
井
氏
が
「
大
仏

殿
内
の
建
地
割
と
縮
尺
が
違
い
、『
匠
明
』
に
示
さ
れ
て
い
る
方
広
寺
の
大

仏
殿
の
図
と
同
じ
寸
法
で
、
東
大
寺
大
仏
殿
の
計
画
図
で
は
な
く
東
大
寺

の
大
仏
殿
再
興
に
際
し
て
参
考
に
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
桁
行
、
梁
間
、
柱
間
、
屋
根
勾
配
寸
法
は
『
匠
明
』

の
「
北
京
大
仏
殿
之
圖
」
に
よ
る
。
同
じ
縮
尺
で
妻
面
（
木
０
０
２－

１－

０
１
）
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
『
匠
明
』
の
寸
法
に
の
っ
と
っ
た
図
面
で
あ
る
。

（
五
）
大
仏
堂
貮
百
分
一
之
図
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）（
図
５
）

ａ

中
井
家
絵
図
書
類

第
五
五
号

社
寺
図
一

図
面
一
枚
（
二
枚
継
ぎ
合

せ
）

二
九
・
一
×
四
〇
・
五
�

内
題
「
大
仏
殿
」「
大
仏
殿
貮
百
分
一

之
圖
」

ｂ

桁
行
拾
八
丈
八
尺
二
寸
間

間
ニ
シ
テ
弐
拾
八
間
六
尺
二
寸

梁
行
拾
六

丈
六
尺
六
寸
間

間
ニ
シ
テ
弐
拾
五
間
四
尺
壱
寸

但
六
尺
五
寸
一
間
ニ
シ
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テ

柱
数
六
拾
本
内
…
（
以
下
略
）

ｃ

立
面
図
の
半
分
と
平
面
図
が
紙
の
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る
。
縮

尺
一
／
二
〇
〇
。
立
面
図
は
七
間
で
現
大
仏
殿
の
立
面
に
近
く
、
小
屋
裏

の
架
構
は
朱
で
か
か
れ
て
い
る
。
平
面
図
は
桁
行
中
央
七
間
が
墨
で
、
縮

小
さ
れ
た
両
端
か
ら
二
間
ず
つ
が
朱
で
か
か
れ
て
い
る
。
桁
行
・
梁
間
寸

法
、
各
柱
間
寸
法
は
天
平
・
鎌
倉
再
建
時
に
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
他
、
延

べ
坪
、
瓦
数
な
ど
の
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

（
六
）
文
化
九
年
複
製
図
（『
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』）／
方
広

寺
大
仏
殿
設
計
図
（
平
岡
定
海
蔵
）（『
日
本
寺
院
史
の
研
究
』）（
図
６
）

ａ

内
題
「
大
佛
殿
百
分
一
之
圖
」

ｂ

記
載
な
し

ｃ

桁
行
一
一
間
の
立
面
・
断
面
図
で
あ
る
。
縮
尺
一
／
一
〇
〇
。『
東
大
寺

金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』
で
は
東
大
寺
大
仏
殿
の
「
文
化
九
年

の
複
製
図
」
と
し
て
所
載
さ
れ
て
い
る
が
出
典
が
明
ら
か
で
は
な
い
。『
日

本
寺
院
史
の
研
究

中
世
・
近
世
編
』
で
は
平
岡
定
海
氏
所
蔵
の
方
広
寺

大
仏
殿
の
図
面
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
図
面
に
関
す
る
説
明
は
な

い
。寸

法
記
入
は
な
く
、
背
の
高
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
。
正
面
唐
破

風
は
他
に
比
し
て
曲
線
が
緩
い
。
正
面
五
間
は
板
戸
と
な
っ
て
お
り
、
す

べ
て
閉
じ
て
い
る
。
石
段
は
正
面
三
間
に
あ
る
。
軒
先
の
肘
木
を
み
る
と

一
重
目
は
三
・
五
・
七
手
先
目
が
、
二
重
目
は
五
・
七
手
先
目
が
大
仏
様

繰
型
を
持
ち
、
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
と
は
異
な
る
（
一
重
目
、
二
重
目
と

も
に
四
・
六
手
先
目
に
繰
型
）。
ま
た
、
腰
貫
が
間
柱
よ
り
も
手
前
に
見
え
て

お
り
、
こ
れ
も
異
な
る
。

方
広
寺
大
仏
殿
関
連
図
面

①

京
大
仏
（『
愚
子
見
記
』）

ａ

『
愚
子
見
記
』
所
載
の
記
述
と
平
面
図

ｂ

一
、
仏
殿

四
拾
五
間
二
尺
「
ニ
梁
」
二
拾
七
間
五
尺

一
、
高
サ
棟
迄
十
六
丈

棟
ノ
長
二
十
一
間

一
、
柱
数
九
十
二
本

内
棟
柱
長
十
六
間

一
、
柱
指
渡

側
柱
四
尺
二
寸
亦
ノ
三
寸

隅
ハ
五
尺
ヨ
リ
五
尺
三
寸
迄

入
側
四
尺
四
寸
ヨ
リ
四
尺
七
寸
迄

一
、
大
虹
梁

長
十
四
間

竪
七
尺

広
五
尺

一
、
茅
負
長
五
拾
四
間
五
寸
…
（
以
上
抜
粋
）

ｃ

平
面
図
に
は
各
柱
間
寸
法
と
大
虹
梁
、
大
仏
の
座
が
記
入
さ
れ
て
い
る
が

簡
略
で
あ
る
。
図
面
の
前
に
詳
し
い
寸
法
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
内
容
の

細
か
さ
か
ら
み
る
と
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
よ
り
行
わ
れ
た
修
復
時
に
と

ら
れ
た
寸
法
の
よ
う
で
あ
る
。

②

方
広
寺
大
仏
殿
惣
指
図
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
）

ａ

方
広
寺
大
仏
殿
惣
指
図

万
治
年
間
（
一
六
五
八
〜
一
六
六
一
）
貼
絵
図
・

四
分
計
・
九
一
・
五
×
一
三
七
・
九
�

（『
中
井
家
文
書
目
録
』

京
都

府
立
総
合
資
料
館
紀
要
第
一
〇
号

昭
和
五
六
年
に
よ
る
）

ｂ

大
佛
殿

四
拾
五
間
弐
尺

弐
拾
七
間
五
尺

ｃ

広
く
回
廊
の
外
ま
で
を
描
く
西
正
面
の
平
面
図
で
あ
る
。
各
柱
間
寸
法
、

建
具
の
記
入
は
な
い
。
石
段
は
正
面
中
央
三
間
、
後
中
央
一
間
、
側
面
中

央
一
間
に
つ
い
て
い
る
。
天
井
仕
様
、
敷
石
な
ど
の
記
入
が
あ
る
。
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③

北
京
大
仏
殿
之
図
（『
匠
明
』
所
載
）

ａ

『
匠
明
』
所
載
の
平
面
図

ｂ

各
柱
間
寸
法
の
記
述
が
あ
り
、
中
央
間
は
「
貳
丈
九
尺
五
寸
間
」、
脇
に
移

る
に
し
た
が
っ
て
柱
間
は
そ
れ
ぞ
れ
一
尺
ず
つ
減
じ
て
い
る
。

ｃ

簡
略
な
図
面
で
あ
る
。
中
央
に
は
「
釈
迦
如
来
」、
そ
の
脇
に
「
脇
仏
」、

四
方
に
は
「
四
天
王
」
の
記
述
が
見
ら
れ
、
釈
迦
如
来
上
部
に
は
大
虹
梁

を
示
す
線
が
二
本
記
入
さ
れ
て
い
る
。『
匠
明
五
巻（
２０
）
考
』
方
広
寺
大
仏
殿
の

項
に
お
け
る
解
説
で
は
、
記
載
の
平
面
図
は
天
正
度
造
営
の
大
仏
殿
で
は

な
く
、
慶
長
度
造
営
の
堂
の
寸
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
付
け
て

い
る
。

④

洛
陽
大
仏
殿
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）（『
古
図
に
見
る
日
本
の
建
築
』『
日
本
建

築
史
図
集
（
第
九
版
）』
所
載
）（
図
８
）

ａ

内
題
「
洛
陽
大
仏
殿

二
百
分
一
ノ
雛
型

慶
長
十
五
庚
戍
年
六
月
弐
一

日
釿
始
」

ｂ

桁
行
四
拾
五
間
弐
尺
六
寸

梁
行
弐
拾
七
間
六
尺
三
寸

高
サ
弐
拾
五
間

但
石
ヨ
リ
棟
瓦
上
マ
デ
…
（
以
下
略
）

ｃ

『
古
図
に
見
る
日
本
の
建
築
』
諸
堂
図
の
項
に
所
載
さ
れ
て
い
る
桁
行
一

一
間
梁
間
七
間
の
慶
長
度
再
建
時
の
立
・
断
面
図
で
あ
る
。
縮
尺
は
一
／

二
〇
〇
。『
日
本
建
築
史
図
集
』
に
は
同
じ
断
面
図
と
と
も
に
平
面
図
も
所

載
。
一
軒
で
、
垂
木
先
に
鼻
隠
板
を
打
ち
、
化
粧
屋
根
裏
と
し
、
虹
梁
の

円
形
断
面
・
下
面
の
釈
杖
彫
、
桟
唐
戸
を
藁
座
で
貫
に
釣
る
な
ど
、
大
仏

様
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
屋
根
の
反
り
も
殆
ど
な
い
。
桟
唐
戸
は
中
央

三
間
と
、
両
脇
か
ら
三
間
目
、
正
面
合
計
五
間
分
に
付
い
て
い
る
、
ま
た

腰
貫
が
な
く
、
正
面
石
段
は
描
か
れ
て
い
な
い
な
ど
、
他
図
面
と
は
異
な

っ
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

⑤

方
広
寺
大
仏
殿
諸
建
物
并
三
十
三
間
堂
建
地
割
図
（
中
井
正
知
蔵
）（
『
大
工

頭
中
井
家
建
築
図
集

中
井
家
所
蔵
本
』
所
載
）／
慶
長
度
方
広
寺
大
仏
殿
実

測
図
（『
注
釈
愚
子
見
記
』
所
載
）（
図
９
）

ａ

内
題
「
大
佛
殿
」、
三
五
・
七
�
、
長
さ
五
五
六
・
四
�
の
巻
物
に
描
か
れ

た
方
広
寺
大
仏
殿
の
正
立
面
図
、
側
立
面
及
び
縦
断
面
図
。

ｂ

大
佛
殿

桁
行
四
拾
七
間
壹
尺
二
分
三
厘
余

但
三
十
丈
七
尺

貮
百
分

一
之
圖

但
西
正
面
之
圖

一
、
胴
建
高
サ
地
覆
上
ヨ
リ
飛
貫
下
迄
三
丈
壱
尺
但
四
間
五
尺

一
、
柱
太
サ
五
尺
ヨ
リ
五
尺
五
寸
迄

一
、
腰
貫
セ
イ
二
尺
地
覆
之
間
タ
一
丈
一
寸

一
、
胴
縁
柱
壱
尺
五
寸

一
、
貫
内
法
高
サ
三
丈
一
尺
五
寸

ｃ

縮
尺
一
／
二
〇
〇
で
、
桁
行
一
一
間
、
梁
間
七
間
。
西
側
・
北
側
正
面
図

の
二
枚
の
図
面
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
半
分
が
架
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
詳

細
な
書
き
込
み
に
加
え
、
彩
色
の
塗
り
わ
け
が
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
丁
寧

な
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

桁
行
断
面
図
で
は
中
央
五
間
に
柱
が
な
く
、
柱
間
一
間
以
上
の
長
さ
が

あ
る
片
持
の
横
材
に
大
虹
梁
を
乗
せ
る
と
い
う
大
胆
な
構
造
と
な
っ
て
い

る
。〈
④
洛
陽
大
仏
殿
〉
の
図
面
と
違
っ
て
化
粧
屋
根
裏
と
し
て
い
な
い
が
、

そ
の
他
は
大
仏
様
の
特
徴
を
備
え
、
折
衷
し
た
様
式
を
示
す
。
但
し
軒
先

の
肘
木
に
は
繰
型
が
な
い
。
地
垂
木
と
天
井
の
上
が
白
抜
き
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
天
井
裏
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
正
面
中
央
七
間
が
開
口
部

で
、
板
戸
と
そ
の
背
面
の
格
子
を
表
現
す
る
の
に
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
描
き
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方
を
し
て
工
夫
し
て
い
る
。
格
子
は
上
下
と
も
に
縦
長
の
格
子
で
あ
る
。

正
面
石
段
は
中
央
三
間
部
分
と
側
面
中
央
一
間
に
あ
る
。

『
愚
子
見
記
の
研
究
』
で
は
、
慶
長
度
再
建
方
広
寺
の
実
測
図
面
と
し

て
紹
介
し
て
い
る
。
桁
行
・
梁
間
寸
法
が
厘
単
位
ま
で
記
述
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
飛
貫
高
、
柱
太
さ
、
腰
貫
、
胴
縁
柱
、
貫
内
法
な
ど
、
実
測
が
で
き

そ
う
な
と
こ
ろ
に
記
述
が
限
ら
れ
て
い
る
。
更
に
天
井
上
は
白
抜
き
と
な

っ
て
お
り
小
屋
裏
の
構
造
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
実
測
図
ら
し

い
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
が
真
偽
は
不
明
で
あ
る
。

大
仏
殿
の
他
に
も
仁
王
門
、
回
廊
、
鐘
撞
堂
の
縮
尺
一
／
一
〇
〇
の
図

面
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
大
仏
殿
同
様
の
丁
寧
な
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

⑥

方
廣
寺
大
佛
殿
（
所
蔵
不
明
）（『
日
本
建
築
史
要
』）（
図
１０
）

ａ

正
立
面
図
、
側
立
面
及
び
縦
断
面
図
、
平
面
図
。
方
広
寺
の
項
所
載
。
寛

政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
年
紀
が
あ
る
。

ｂ

寸
法
の
記
入
は
な
い
。
た
だ
し
平
面
図
の
上
に
、

一
、
桁
行
四
拾
七
間
壹
尺
二
分
三
厘

但
シ
参
拾
丈
七
尺

一
、
梁
行
二
拾
九
間
四
尺
五
寸
六
分
九
厘

但
十
九
丈
三
尺

大
仏
殿

桁
行
四
拾
五
間
二
尺

梁
行
二
拾
七
間
三
尺
…

以
下
、
鐘
楼
、
二
王
門
と
そ
の
回
廊
、
南
門
と
そ
の
回
廊
の
桁
行
・
梁

間
寸
法
が
記
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

ｃ

縮
尺
一
／
二
〇
〇
で
、
桁
行
一
一
間
、
梁
間
七
間
。
正
面
図
・
側
面
図
の

半
分
が
断
面
図
と
な
っ
て
い
る
。
平
面
図
が
扉
、
軒
先
の
組
物
と
一
緒
に

後
ろ
に
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。

天
沼
氏
は
『
日
本
建
築
史
要
』
の
な
か
で
「
『
寛
政
六
年
閏
一
一
月
中
旬
、

西
村
七
三
郎
』
と
、
最
後
の
と
こ
ろ
に
記
し
て
あ
る
方
広
寺
の
図
が
あ
る
。

初
め
に
『
洛
陽
方
広
寺
、
大
仏
殿
二
百
分
壹
之
圖
』
と
し
て
、
半
正
立
面
・

半
横
断
面
、
半
側
立
面
・
半
縦
断
面
が
一
／
二
〇
〇
で
か
い
て
あ
り
、
終

わ
り
の
ほ
う
に
小
さ
く
平
面
図
と
組
物
詳
細
と
扉
の
圖
と
が
で
ゝ
居
り
、

境
内
各
建
物
の
平
面
の
寸
尺
が
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
此
の
大
仏
殿
が
焼

け
る
四
年
前
の
も
の
で
、
ど
う
も
確
か
ら
し
い
圖
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
ま

た
寸
法
に
つ
い
て
は
「
寸
尺
信
用
に
足
り
る
」
と
本
文
中
で
述
べ
て
い
る

が
、
桁
行
、
梁
間
と
も
に
寸
法
が
二
つ
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
は
触
れ
て

い
な
い
。

桁
行
・
梁
間
断
面
図
は
と
も
に
〈
⑤
方
広
寺
大
仏
殿
諸
建
物
并
三
十
三

間
堂
建
地
割
図
／
慶
長
度
方
広
寺
大
仏
殿
実
測
図
〉
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
立
・
断
面
図
と
平
面
図
で
は
柱
の
本
数
が
一
致
し
な
い
。
ま
た

平
面
図
に
描
か
れ
て
い
る
、
大
虹
梁
の
位
置
と
思
わ
れ
る
二
重
線
と
断
面

図
の
大
虹
梁
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
。

⑦

京
都
大
仏
殿
之
図
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）（
図
１１
）

ａ

内
題
「
大
仏
殿
」

正
立
面
図
、
側
立
面
及
び
縦
断
面
図
。

ｂ

大
佛
殿

桁
行
四
拾
七
間
壹
尺
二
分
三
厘
余

但
三
十
丈
七
尺

貮
百
分

一
之
圖

但
西
正
面
之
圖

一
、
胴
建
高
サ
地
覆
上
自
飛
貫
下
迄
三
丈
壱
尺
但
四
間
五
尺

一
、
柱
太
サ
五
尺
ヨ
リ
五
尺
五
寸
迄

一
、
腰
貫
セ
イ
二
尺
地
覆
之
間
タ
一
丈
一
寸

一
、
胴
縁
柱
壱
尺
五
寸

一
、
貫
内
法
高
サ
三
丈
一
尺
五
寸
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ｃ

縮
尺
は
一
／
二
〇
〇
で
桁
行
一
一
間
、
梁
間
七
間
。
西
側
及
び
北
側
正
面

図
の
半
分
が
架
構
図
と
な
っ
て
お
り
〈
⑥
方
廣
寺
大
佛
殿
〉
の
図
面
と
は

軒
隅
の
風
鐸
が
な
い
こ
と
、
唐
破
風
と
裳
階
屋
根
の
取
り
付
き
部
分
が
直

線
に
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
る
が
（〈
⑥
方
廣
寺
大
佛
殿
〉
は
曲
線
と
な
っ
て

い
る
）、
そ
の
他
は
図
の
表
現
方
法
、
細
部
や
構
造
に
至
る
ま
で
が
酷
似
し

て
お
り
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

五
、
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
と
大
仏
殿
諸
本
の
比
較
・
考
察

以
上
の
諸
本
の
寸
法
関
係
の
比
較
を
行
っ
た
の
が
（
表
２
）
で
あ
る
。

比
較
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
桁
行
寸
法

②
梁
行
寸
法

③
柱
間
寸
法

④
高
さ

⑤
屋
根
勾
配
一
層
目
／
二
層
目

⑥
大
棟
の
長
さ

⑦
軒
の
出
一
層
目
／
二
層
目

⑧
軒
高
一
層
目
／
二
層
目

比
較
に
あ
た
っ
て
、
各
部
の
寸
法
は
建
物
の
原
寸
で
表
記
し
た
。
間
で
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
は
一
間＝

六
・
五
尺
と
し
て
計
算
し
、
数
値
の
単
位
は
尺
と
し

た
。
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図
２
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
（
東
大
寺
蔵
）
桁
行
２８３
．８
尺
梁
間
１６６
．４
尺

原
図
は
縮
尺
１
／２０
、
こ
こ
で
は
縮
尺
１
／５００
で
掲
載

12



図
３
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
００１‐２‐１１

〉（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
）

こ
こ
で
は
縮
尺
１
／５００
で
掲
載
（
桁
行
な
ど
の
寸
法
は
中
央
間
を
仮
に
２９
．４
尺
と
し
て
図
か
ら
割
り
だ
し
た
値
）
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図
４
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
００２‐１‐０２

〉（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
）
桁
行
２９４
．６
尺

原
図
は
縮
尺
１
／４０
、
こ
こ
で
は
縮
尺
１
／５００
で
掲
載
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図
５
大
仏
堂
貳
百
分
一
之
図
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
桁
行
２８４
．３
尺
梁
間
１６６
．６
尺（
平
面
図
）

原
図
は
縮
尺
１
／２００
、
こ
こ
で
は
縮
尺
１
／５００
で
掲
載
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図
６
文
化
九
年
複
製
図（『
東
大
寺
金
堂（
大
仏
殿
）修
理
工
事
報
告
書
』）
方
広
寺
大
仏
殿
設
計
図
（
平
岡
定
海
蔵
）（『
日
本
寺
院
史
の
研
究
中
世
・
近
世
編
』）

原
図
は
縮
尺
１
／１００
、
こ
こ
で
は
縮
尺
１
／５００
で
掲
載
（
桁
行
を
仮
に
２４４
．５
尺
と
し
た
）
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図
７
現
大
仏
殿
（『
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』）
桁
行
１８８
．１
尺
梁
間
１６６
．６
尺

こ
こ
で
は
縮
尺
１
／５００
で
掲
載
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図
８
洛
陽
大
仏
殿
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）（『
古
図
に
見
る
日
本
の
建
築
』
／
『
日
本
建
築
史
圖
集
』
第
９
版
）
桁
行
２９５
．２
尺

原
図
は
縮
尺
１
／２００
、
こ
こ
で
は
縮
尺
１
／５００
で
掲
載
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図
９
方
広
寺
大
仏
殿
（
中
井
正
知
蔵
）（『
大
工
頭
中
井
家
建
築
図
集
』
／
『
愚
子
見
記
の
研
究
』）
桁
行
３０６
．５
尺

原
図
は
縮
尺
１
／２００
、
こ
こ
で
は
縮
尺
１
／５００
で
掲
載

19 鹿園雜集 6 (2004)



図
１０

方
広
寺
大
仏
殿
（
所
蔵
不
明
）（『
日
本
建
築
史
要
』）
桁
行
３０６
．５
尺

原
図
は
縮
尺
１
／２００
、
こ
こ
で
は
縮
尺
１
／５００
で
掲
載
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図
１１

京
都
大
仏
殿
之
図
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
桁
行
３０６
．５
尺

原
図
は
縮
尺
１
／２００
、
こ
こ
で
は
縮
尺
１
／５００
で
掲
載
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表
２

注
）

図
７

図
２

図
３

図
４

図
５

図
６
、
中
央
間

２９
．４
尺
の
と
き

桁
行
２９４
．５
尺

の
と
き

桁
行
２８３
．８
尺

の
と
き

＊
大
地
よ
り
棟

ま
で
の
高
さ

図
８

図
９

図
１０

図
１１

比
較
に
あ
た
っ
て
、
各
部
の
寸
法
は
建
物
の
原
寸
で
表
記
し
た
。
な
お
、
比
較
の
た
め
、
間
で
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
１
間
＝
６
．５
尺
と
し
て
計
算
し
、
数
値
の
単
位
は
尺
と
し
た
。

寸
法
が
史
料
に
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
太
字
に
し
て
い
る
。
桁
行
・
梁
間
寸
法
、
柱
間
寸
法
と
も
に
記
述
が
無
い
も
の
に
関
し
て
は
そ
の
中
央
間
を
仮
に
２
丈
９
尺
４
寸
と
し
、
中
央
間
以
外
の
柱
間
は
図
面
か
ら
算
出
し
、
括
弧
つ
き
で
示
し
て
あ
る
。

各
柱
間
寸
法
は
な
い
が
、
桁
行
・
梁
間
寸
法
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
各
柱
間
の
幅
の
比
か
ら
寸
法
を
割
り
付
け
た
。

③
柱
間
寸
法
は
す
べ
て
芯
々
寸
法
で
あ
り
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
に
関
し
て
は
実
測
値
と
縮
尺
か
ら
割
り
出
し
た
実
寸
を
記
し
た
。

④
高
さ
に
つ
い
て
は
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
は
基
壇
上
か
ら
棟
瓦
上
端
ま
で
の
数
値
を
取
っ
た
。

⑤
屋
根
勾
配
に
関
し
て
は
す
べ
て
度
で
表
記
し
た
。

⑦
軒
の
出
は
一
番
外
側
の
柱
芯
か
ら
側
面
の
鼻
隠
板
ま
で
と
し
た
。

⑧
軒
高
は
基
壇
上
か
ら
鼻
隠
板
ま
で
と
し
た
。

⑦
⑧
に
関
し
、
側
面
の
鼻
隠
板
が
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
は
正
面
の
鼻
隠
板
ま
で
の
寸
法
を
取
っ
て
い
る
。

２
層
目

９０
．４

１０３

（
９５
．８
）

９８
．７

９２
．２

（
１０９
．９
）

（
１０７
．５
）

（
１０３
．６
）

９５
．８

１０４
．６

９５
．６

９３
．９

９７
．０

⑧
軒
高
１

層
目

４６
．７

５７

（
５１
．５
）

５３
．３

４８
．７

（
５９
．１
）

（
５７
．８
）

（
５５
．７
）

５３
．５

５４
．４

４９
．６

５１
．８

５１
．３

２
層
目

２２
．３

２８

（
２５
．５
）

２５
．４

２９
．２

（
３０
．７
）

（
３０
．０
）

（
２８
．９
）

２７
．０

２６
．３

３０
．９

３１
．４

３１
．０

⑦
軒
の

出
１
層
目

２２
．３

２８

（
２６
．１
）

２４
．１

２７
．１

（
３１
．７
）

（
３１
．０
）

（
２９
．９
）

２７
．０

２５
．７

２９
．２

２６
．６

２８
．９

⑥
大
棟

長
さ

５７
．４

１４４

（
１４６
．０
）

１４０
．５

７４
．２

（
１４０
．１
）

（
１３７
．１
）

（
１３２
．１
）

１３６
．５

１２０
．８

１２４
．１

１２３
．１

１１９
．２

２
層
目

３５
°

３２
°

２９
°

３５
°

３３
°

４０
°

３２
°

３３
°

３２
°

３３
°

３２
°

⑤
屋
根
勾

配
１
層
目

１９
°

１５
°

２７
°

２３
°

１４
°

２６
°

２６
°

２３
°

２２
°

２３
°

２２
°

④
高
さ

１５３
．１

１７０

（
１４８
．８
）

１５９
．７

１４３
．２

（
１９６
．９
）

（
１９２
．６
）

（
１８５
．７
）

１６０
．０

１６０
＊

１７２
．４

１６７
．７

１６７
．９

１６９
．３

１１

２３
．４

２２
．６

（
２３
．７
）

２４
．２

２２
．６

（
２５
．９
）

（
２５
．３
）

（
２４
．４
）

２４
．５

２３
．７

２４
．５

２５
．４

２７
．１

２９
．９

２７
．１

１０

２３
．４

２２
．６

（
２４
．８
）

２５
．１

２２
．６

（
２６
．８
）

（
２６
．２
）

（
２５
．３
）

２５
．５

２５
．６

２５
．５

２５
．４

２７
．１

２６
．９

２７
．１

９

２２
．５

２５
．２

２５
．４

（
２６
．８
）

２６
．６

２５
．４

（
２７
．６
）

（
２７
．０
）

（
２６
．０
）

２６
．５

２７
．２

２６
．５

２６
．５

２８
．４

２７
．７

２７
．９

８

２８
．４

２７
．０

２８
．３

（
２９
．４
）

２７
．１

２８
．３

（
２７
．６
）

（
２７
．０
）

（
２６
．０
）

２７
．５

２７
．８

２７
．５

２７
．１

２７
．４

２７
．１

２７
．９

７

２８
．４

２７
．０

２８
．５

（
２８
．４
）

２８
．５

２８
．５

（
２７
．９
）

（
２７
．３
）

（
２６
．３
）

２８
．５

２８
．３

２８
．５

２８
．８

２９
．０

２９
．３

２８
．８

６ （
中
央
）

２９
．４

２９
．２

２９
．４

（
２９
．４
）

２９
．５

２９
．５

（
２９
．４
）

（
２８
．８
）

（
２７
．７
）

２９
．５

２９
．３

２９
．５

２８
．８

２９
．０

２９
．３

２８
．８

５

２８
．４

２７
．０

２８
．５

（
２８
．４
）

２８
．５

２８
．５

（
２７
．９
）

（
２７
．３
）

（
２６
．３
）

２８
．５

２８
．３

２８
．５

２８
．８

２９
．０

２９
．３

２８
．８

４

２８
．４

２７
．０

２８
．３

（
２８
．４
）

２７
．１

２８
．３

（
２７
．６
）

（
２７
．０
）

（
２６
．０
）

２７
．５

２７
．８

２７
．５

２７
．１

２８
．４

２８
．５

２７
．９

３

２２
．５

２５
．２

２５
．４

（
２６
．８
）

２６
．６

２５
．４

（
２７
．６
）

（
２７
．０
）

（
２６
．０
）

２６
．５

２７
．２

２６
．５

２６
．５

２９
．８

２７
．７

２７
．９

２

２３
．４

２２
．６

（
２４
．８
）

２５
．１

２２
．６

（
２６
．８
）

（
２６
．２
）

（
２５
．３
）

２５
．５

２５
．６

２５
．５

２５
．４

２７
．１

２６
．９

２７
．１

③
柱
間

左
か
ら
１

２３
．４

２２
．６

（
２３
．７
）

２４
．２

２２
．６

（
２５
．９
）

（
２５
．３
）

（
２４
．４
）

２４
．５

２３
．７

２４
．５

２５
．４

２７
．１

２６
．９

２７
．１

②
梁
間

１６６
．６

１６６
．４

１６６
．６

１８０
．５

１６６
．６

１８０
．５

１８０
．５

１８０
．５

１８１
．３

１９３
．１

１９３
．１

１９３
．１

①
桁
行

１８８
．１

２８３
．８

２８４
．２

（
２９４
．６
）

２９４
．５

２８４
．３

（
３０１
．０
）

（
２９４
．５
）

（
２８３
．８
）

２９４
．５

２９４
．５

２９４
．５

２９５
．２

３０６
．５

３０６
．５

３０６
．５

縮
尺

１
／２０

１
／１００

１
／４０

１
／２００

１
／１００

１
／２００

１
／２００

１
／２００

１
／２００

現
大
仏
殿

大
仏
殿
内
建
地
割
板
図

木
子
文
庫
堀
内
家
文
書

〈
木
００１‐２‐０２

〉

木
子
文
庫
堀
内
家
文
書

〈
木
００１‐２‐１１

〉

木
子
文
庫
堀
内
家
文
書

〈
木
００２‐１‐０２

〉

大
仏
堂
貳
百
分
一
之
図

文
化
九
年
複
製
図
／

方
広
寺
大
仏
殿
設
計
図

同同

京
大
仏〈
愚
子
見
記
〉

方
広
寺
大
仏
殿
惣
指
図

北
京
大
仏
殿
之
図〈
匠
明
〉

洛
陽
大
仏
殿

方
広
寺
大
仏
殿
・・・

／慶
長

度
方
広
寺
大
仏
殿
実
測
図

方
広
寺
大
仏
殿

京
都
大
仏
殿
之
図

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

（
六
′）

（
六
″）

①②③④�⑥�
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六
、
比
較
・
考
察

大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
は
桁
行
二
八
三
・
八
尺
、
梁
間
一
六
六
・
四
尺
で
あ

り
、
方
広
寺
大
仏
殿
の
三
種
類
の
寸
法
と
は
異
な
る
。
ま
た
桁
行
、
梁
間
は
創

建
東
大
寺
大
仏
殿
の
規
模
と
一
致
す
る
。
柱
間
中
央
、
二
九
・
二
尺
は
天
平
創

建
時
、
現
大
仏
殿
の
二
九
・
四
尺
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
ま
た
中
央
七
間
分
の
合
計

値
一
八
七
・
六
尺
は
現
大
仏
殿
の
一
八
八
・
一
尺
に
近
似
す
る
。
し
か
し
柱
間

そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
は
旧
来
の
礎
石
位
置
を
考
慮
し
た
柱
割
と
は
い
え
ず
、
ま

た
方
広
寺
大
仏
殿
の
各
図
面
や
（
六
）
文
化
九
年
複
製
図
／
方
広
寺
大
仏
殿
設

計
図
の
柱
割
と
も
異
な
る
独
自
の
数
値
を
と
っ
て
い
る
。
軒
高
は
一
層
目
、
二

層
目
そ
れ
ぞ
れ
現
状
よ
り
一
〇
尺
ず
つ
高
く
な
っ
て
い
て
、
基
壇
上
か
ら
棟
瓦

上
部
ま
で
の
高
さ
は
約
二
〇
尺
高
い
一
七
〇
尺
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
屋
根

勾
配
は
現
大
仏
殿
に
近
い
。
軒
は
一
層
目
・
二
層
目
と
も
に
約
四
尺
深
い
。

大
仏
殿
の
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
か
ら
後
に
、
全
く
独
自
の
柱
間
や
高

さ
を
持
つ
図
面
を
、
幅
六
�
近
く
も
あ
る
画
面
に
大
々
的
に
描
く
と
は
考
え
に

く
い
。
立
柱
が
行
わ
れ
た
の
は
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
で
あ
り
、
こ
の
後
に

高
さ
を
二
〇
尺
近
く
も
変
更
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
の
年
紀
が
あ
る
（
二
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
１－

２－

０
２
〉
の
柱
間
は
現
大
仏
殿
、
天
平
創
建
の
大
仏
殿
と
同
じ
で
あ
り
、
旧
来
の
礎

石
位
置
を
考
慮
し
た
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
に
礎
石
位
置
を
踏
ま
え
て
い
な

い
独
自
の
柱
割
を
も
つ
新
た
な
計
画
が
提
案
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
よ
っ

て
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
は
少
な
く
と
も
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
以
前
の
計
画

図
で
あ
る
と
い
え
る
。
公
慶
が
勧
進
を
願
い
出
た
の
が
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）

で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
先
に
こ
の
よ
う
に
大
規
模
で
密
度
の
高
い
図
面
を
独
自
に

作
成
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
よ
っ
て
板
図
は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
か
ら
元

禄
八
年
（
一
六
九
五
）
の
一
一
年
の
間
に
描
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
こ
の
一
一
年
の
間
に
お
い
て
大
仏
殿
再
建
計
画
図
に
関
す
る
記
述

は
前
述
の
元
禄
元
年
十
二
月
九
日
中
井
主
水
が
指
図
を
完
成
さ
せ
寺
か
ら
祝
儀
、

の
項
以
外
は
見
当
た
ら
ず
、
よ
っ
て
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
は
元
禄
元
年
、
中

井
主
水
に
よ
る
作
成
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
図
に
描
か
れ
て
い
る
唐
破
風
や
、
組
物
、
装
飾
な
ど
の
計
画
は
①
〜
�

の
諸
図
面
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
方
広
寺
大
仏
殿
の
影
響
を
受
け
た
よ
う

で
あ
る
。
基
本
計
画
は
（
二
）（
三
）（
四
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
を
は
じ
め
、

（
五
）
大
仏
堂
二
百
分
一
之
図
な
ど
一
連
の
東
大
寺
大
仏
殿
再
建
計
画
全
般
に

お
い
て
引
き
続
き
反
映
さ
れ
、
途
中
一
一
間
か
ら
七
間
に
縮
小
さ
れ
る
と
い
う

大
き
な
変
更
を
経
て
、
宝
永
五
年
の
東
大
寺
大
仏
殿
完
成
に
至
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
と
細
部
に
至
る
ま
で
の
表
現
が
よ
く
似
て
い
る（
四
）

木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
２－

１－

０
２
〉
で
あ
る
が
、
板
図
に
比
べ
て

高
さ
は
一
〇
尺
低
い
約
一
六
丈
、
大
棟
の
長
さ
は
約
四
尺
短
い
一
四
〇
・
五
尺

で
あ
り
、
上
層
の
屋
根
勾
配
は
近
く
、
下
層
（
裳
腰
）
の
屋
根
勾
配
は
き
つ
く
な

っ
て
い
る
。
軒
の
出
は
一
〜
二
尺
深
く
、
軒
高
は
三
〜
四
尺
低
い
。
こ
の
図
の

縮
尺
が
一
／
四
〇
で
あ
り
、
一
尺
の
違
い
は
図
に
お
い
て
約
七
・
五
�
と
な
る

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、（
四
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
２－

１－

０
２
〉
は
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
と
は
異
な
っ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
描
か
れ

た
と
い
え
る
。

堀
内
家
が
中
井
家
の
下
で
棟
梁
を
勤
め
て
い
た
こ
と
（
注
１８
参
照
）、
ま
た
架

構
ま
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、（
四
）
木
子
文
庫
堀
内
家

文
書
〈
木
０
０
２－
１－

０
２
〉
は
平
井
氏
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
方
広
寺
大
仏
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殿
を
参
考
に
、
東
大
寺
大
仏
殿
再
建
の
た
め
の
雛
形
と
し
て
描
か
れ
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
１－

２－

１
１
〉
は
多
少
簡
略
に
描

か
れ
た
図
面
で
あ
る
が
、
高
さ
は
現
大
仏
殿
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の
約
一
五
〇
尺

で
、
方
杖
が
採
用
さ
れ
架
構
の
考
慮
が
さ
れ
て
い
る
。（
五
）
大
仏
堂
二
百
分
一

之
図
は
柱
間
が
旧
礎
石
の
位
置
と
一
致
し
、
更
に
建
地
割
図
に
お
い
て
は
七
間

縮
小
案
が
提
示
さ
れ
て
い
て
高
さ
も
一
四
三
尺
と
低
く
、
現
大
仏
殿
と
似
た
印

象
を
持
つ
。
こ
れ
ら
は
大
仏
殿
再
建
計
画
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
段
階
の
図
面
で

あ
ろ
う
。

『
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』
に
お
い
て
大
仏
殿
内
建
地
割

板
図
の
複
製
と
さ
れ
る
一
方
で
、『
日
本
寺
院
史
の
研
究

中
世
・
近
世
編
』
で

は
方
広
寺
の
図
面
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
（
六
）
文
化
九
年
複
製
図
／
方
広
寺

大
仏
殿
で
あ
る
が
、
板
図
と
は
柱
間
が
異
な
り
、
ま
た
高
さ
が
一
五
尺
以
上
高

く
、
軒
の
出
も
三
尺
近
く
深
い
。
こ
の
図
の
縮
尺
が
一
／
一
〇
〇
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
大
き
な
差
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
屋
根
勾
配
は
か
な
り
き

つ
く
、
さ
ら
に
細
部
を
見
比
べ
る
と
板
図
を
複
製
し
た
と
は
言
い
難
い
。
ま
た

現
段
階
で
は
東
大
寺
の
図
面
で
あ
る
の
か
方
広
寺
の
図
面
で
あ
る
の
か
は
っ
き

り
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
（
六
）
文
化
九
年
複
製
図
／
方
広
寺
大
仏
殿
の
性
格

に
つ
い
て
は
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
他
、
方
広
寺
大
仏
殿
の
図
面
に
関
す
る
個
別
の
考
察
は
こ
こ
で
は
本
題

で
は
な
く
、
種
々
の
研
究
も
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。

七
、
結
論

本
稿
で
は
東
大
寺
大
仏
殿
内
東
壁
に
掲
げ
て
あ
る
板
図
に
つ
い
て
、
現
大
仏

殿
を
は
じ
め
と
す
る
東
大
寺
の
史
料
、
方
広
寺
大
仏
殿
の
史
料
と
比
較
し
、
ま

た
再
建
経
過
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
史
的
位
置
付
け
を
考
察

し
た
。
製
作
の
由
来
や
伝
来
の
経
緯
も
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大

仏
殿
内
建
地
割
板
図
は
従
来
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、『
東
大
寺
年
中
行
事

記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
元
禄
元
年
、
中
井
主
水
に
よ
る
指
図
で
あ
る
可
能
性

が
非
常
に
高
く
な
っ
た
。

東
大
寺
大
仏
殿
が
焼
失
し
て
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
経
過
し
た
の
ち
、
公
慶
は

勧
進
を
願
い
出
た
。
雨
露
に
さ
ら
さ
れ
る
東
大
寺
大
仏
像
を
見
て
勧
進
を
志
し

た
と
い
う
公
慶
の
、
創
建
・
鎌
倉
期
と
同
規
模
の
大
仏
殿
を
再
建
し
よ
う
と
い

う
思
い
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
ま
た
図
に
描
か
れ
て

い
る
唐
破
風
や
、
組
物
、
装
飾
な
ど
の
計
画
は
方
広
寺
大
仏
殿
か
ら
影
響
を
受

け
た
も
の
で
あ
り
、
途
中
一
一
間
か
ら
七
間
に
縮
小
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
変

更
を
経
て
も
な
お
、
板
図
に
お
け
る
基
本
計
画
は
後
の
東
大
寺
大
仏
殿
再
建
計

画
全
般
に
お
い
て
強
く
反
映
さ
れ
、
宝
永
五
年
の
東
大
寺
大
仏
殿
完
成
に
至
っ

た
。
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
は
方
広
寺
大
仏
殿
の
二
度
の
建
設
と
、
修
理
を
通

じ
て
発
展
し
た
「
大
仏
殿
」
建
築
の
集
大
成
と
も
い
え
る
壮
大
で
か
つ
壮
麗
な

計
画
図
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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（
１
）
本
稿
一
、
東
大
寺
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
（「
東
大
寺
の
す
べ
て
」
展
に
お
け
る
図

面
解
説
文
）

（
２
）
天
沼
俊
一
『
日
本
建
築
史
要
』
飛
鳥
園
、
一
九
三
一
年
改
訂

（
３
）
山
本
栄
吾
「
東
大
寺
大
仏
殿
の
規
模
」（『
南
都
仏
教
』
第
二
号
、
南
都
仏
教
研
究

会
、
一
九
五
五
年
）

（
４
）『
奈
良
六
大
寺
大
観

第
九
巻

東
大
寺
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年

（
５
）『
国
宝
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』
奈
良
県
文
化
財
保
存
事
務
所
、

一
九
八
〇
年

（
６
）
平
井
聖
「
東
大
寺
大
仏
殿
の
宝
永
度
造
営
に
つ
い
て
」（
川
上
貢
編
『
近
世
建
築
の

生
産
組
織
と
技
術
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
四
年
）

（
７
）
現
在
の
東
大
寺
大
仏
殿
の
鴟
尾
は
明
治
修
理
の
際
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
（『
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』）。

（
８
）
太
田
博
太
郎
監
修
・
内
藤
昌
校
注
『
注
釈
愚
子
見
記
』井
上
書
院
、
一
九
八
八
年
、

三
―
四
三
頁
。『
愚
子
見
記
』
の
原
文
を
読
み
下
し
た
も
の
。
以
下
同
じ
。

（
９
）『
注
釈
愚
子
見
記
』
三
―
四
四
頁

（
１０
）
平
岡
定
海
『
日
本
寺
院
史
の
研
究

中
世
・
近
世
編
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八

年

（
１１
）『
注
釈
愚
子
見
記
』
四
―
五
一
〜
五
五
頁

（
１２
）
伊
藤
要
太
郎
編
『
匠
明
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
一
年

（
１３
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
集
・
発
行
『
古
図
に
見
る
日
本
の
建
築
』、
一
九
八
九

年

（
１４
）
日
本
建
築
学
会
編
『
日
本
建
築
史
圖
集
』
彰
国
社
、
一
九
七
一
年
、
第
九
版

（
１５
）
谷
直
樹
編
『
大
工
頭
中
井
家
建
築
指
図
集

中
井
家
所
蔵
本
』
思
文
閣
出
版
、
二

〇
〇
三
年

（
１６
）
内
藤
昌
編
・
著
『
愚
子
見
記
の
研
究
』
井
上
書
院
、
一
九
八
八
年

（
１７
）
内
藤
昌
・
中
村
利
則
「
ミ
ヤ
コ
の
変
貌
―
聚
楽
第
と
大
仏
殿
―
」（『
近
世
風
俗
図

譜

第
九
巻

祭
礼
（
二
）』
小
学
館
、
一
九
八
二
年
）

（
１８
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
は
、
法
隆
寺
大
工
の
出
身
で
幕
府
の
京
大
工
頭
中
井
氏
の

も
と
、
棟
梁
を
務
め
て
い
た
堀
内
家
に
伝
わ
っ
た
史
料
で
あ
る
。
東
大
寺
大
仏
殿

の
宝
永
度
造
営
の
棟
梁
を
務
め
た
の
は
堀
内
市
郎
右
衛
門
正
利
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
関
し
て
は
注
６
平
井
論
文
に
詳
し
い
。

（
１９
）『
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
木
子
文
庫
目
録
』
東
京
都
立
中
央
図
書
館
、
一
九
九
五

年

（
２０
）
伊
藤
要
太
郎
『
匠
明
五
巻
考
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
一
年

〈
付
記
〉

本
稿
第
一
項
は
黒
田
、
そ
れ
以
外
は
石
田
の
執
筆
で
あ
る
。

（
い
し
だ

り
え

神
戸
大
学
大
学
院
）

（
く
ろ
だ

り
ゅ
う
じ

神
戸
大
学
助
教
授
）
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奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
六
号

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物

館

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印

刷

株
式
会
社
天
理
時
報
社

天
理
市
稲
葉
町
八
〇
番
地

﹇
編
集
後
記
﹈

本
号
に
掲
載
さ
れ
る
八
篇
の
論
考
の
う
ち
三
篇
は

館
外
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
戸
大
学
の
黒
田
龍
二
氏
と
石
田
理
恵
氏
に
は
、

東
大
寺
大
仏
殿
の
江
戸
再
建
に
関
わ
る
重
要
資
料
で

あ
る
建
地
割
板
図
を
、
紹
介
を
か
ね
て
ご
考
察
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
当
館
で
は
平
成
十
四
年
度
開
催

の
特
別
展
『
大
仏
開
眼
一
二
五
〇
年

東
大
寺
の
す

べ
て
』
に
際
し
、
神
戸
大
学
建
築
史
研
究
室
に
同
図

の
縮
尺
図
の
作
製
を
お
願
い
し
会
場
に
展
示
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
が
、
今
回
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
ご

寄
稿
頂
い
た
次
第
で
す
。

韓
国
国
立
中
央
博
物
館
の
金
有
植
氏
と
閔
丙
贊
氏

に
は
、
平
成
十
五
年
三
月
八
日
に
当
館
で
行
わ
れ
た

国
際
研
究
集
会
（
平
成
十
二
〜
十
四
年
度
科
学
研
究

費
助
成
金
基
盤
研
究（
Ｂ
）（
２
）『
日
本
上
代
に
お
け

る
仏
像
の
荘
厳
』
の
一
環
と
し
て
開
催
）
に
お
い
て

研
究
発
表
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
回
そ
の
発

表
内
容
に
基
づ
き
執
筆
を
お
願
い
し
ま
し
た
。（
Ｔ
）

﹇
編
集
﹈

岩
田

茂
樹

谷
口

耕
生

﹇
英
文
翻
訳
﹈

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
メ
ン
ツ



AN ARCHITECTURAL DRAWING OF THE DAIBUTSUDEN

ON A WOODEN PANEL WITHIN THE HALL

OF THE GREAT BUDDHA AT TŌDAIJI

ISHIDA Rie, KURODA Ryuji
Kobe University

n the eastern wall of the Great Buddha Hall (Daibutsuden) of Tōdaiji hangs a large architec-
tural drawing on a wooden panel (3.28 m. in height by 5.98 m. in width). The existence of
the hanging panel drawing has previously been recognized, but the surface of the panel has

darkened, and can hardly be deciphered with the naked eye. The details of the panel drawing are
revealed here for the first time. Sectional and elevation views of the Daibutsuden, which is eleven-
by-seven bays with a central core structure (moya), measuring nine-by-five bays with a skirting pent
roof (mokoshi), have been drew on the panel at a reduced scale of one to twenty. The whole scale
of the Daibutsuden in the panel drawing is identical to that of the Tenpyō era, but the spaces between
the bays and the scale of their heights vary from the original. Its architectural style remain the Daibut-
suyō. In order to situate the drawing in its historical context, I have assembled historical records
and panel drawing of the Daibutsuden at Tōdaiji and of the Daibutsuden of the Hōkōji in Kyoto for
comparison and considered the scales of the two Daibutsuden in these materials and the years of
their creation. As a result, the panel drawing appears to be, as had previously been assumed, the
first draft of the design of Nakai Mondo for the Edo-era reconstruction of the Tōdaiji Daibutsuden
in Genroku1 (1688). The extant Daibutsuden has been reduced to seven bays in length, but the ba-
sic design seen in the panel is that used in the current Daibutsuden. Furthermore, the Tōdaiji Daibut-
suden of the panel closely resembles various illustrations of the Hōkōji Daibutsuden in Kyoto. As
the reverse side of the panel is yet to be investigated, the origin of its production and how it came
to be in its present location are unclear.
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